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1. 緒 冨

骨格拐の神経終末に関して1909年より1913年に瓦る

Boeckeの業績は，この方商に於ける研究の白眉とし

て汎く引用されるものの一つであるが，氏はBielsch-

owsky氏法を用いてその終末器を形態学的に検索し，

有髄肢の所謂運動神経終末と極めて繊細な無髄神経線

維の終末器を発見し，運動神経と交感神経の二重支配

を提唱した．木邦に於て之を形態学的に追究した青柳

民主主に角田氏一派は之に賛同し，呉氏一派は機能的及

び形態学的立場から運動神経終末，交感神経終末，副

交感神経終末及び錐体路外導路性終末を証明し，骨格

筋の四重支配を提唱した．然し乍ら骨格筋の神経終末

装置に関する如上の分類は何異論の存する所であっ

て，果して植物神経が分布するか否かに就ては未だそ

の決定を見ないのである．私は整形外科医として日常

筋緊接，紡型携縮，筋麻郷，筋書毛織等の解明に深い関心

を有し，又一方平素諸種の神経疾忠患者に手術を行う

機会も多しこの方面の研究に欠くべからざる人聞の

新鮮病的組織材桝を得る便宜にも恕まれているので，

臨床家としての立場からその経験を織込んで研究を進

めているのでるる．

2. 神経染色法に就て

現在教京で行っている梁色法は次の如く種々であ

る．

(1) Ramon Y. Cajal氏中本氏変法近務改良法

(2) Bielschowsky氏瀬戸氏変法

13) Bielschowsky氏鈴木氏変法

(4) Bielschowsky氏鈴木民法小寺改良法

第 1 の近蕨改良法＇~中木氏法と大料、同様で~るが，酒

精固定期間と硝酸銀液浸漬期聞を延長したのがその相

違点である．完結4のBielsehowsky氏鈴木氏変法小寺

改良法は教室の小寺が試みたもので，最初3ヶ月間酒

精固定を行い，次いで80% プ 才 l~ マリシ澗精で重複固

定をffった上でツエロ 4ジνで包埋し， 切片を鈴木氏

法に従って染色するもので，これに依ると納胞核，結

合繊，或いは蝉力線維等の染着をある程度抑制し神経

要素のみが比較的よく染出されるのである．

Bielschowsky氏法は徴納防造の染色には優秀であ

って，瀬戸氏法と鈴木民法とを比較して見ると，染色

操作ーが簡単で而も容易に染色し得る点で後者が主主力、に

前者に優っているし，ヅエロイジン‘切片とし連続切片

として染色可能であるから，鈴木氏法は神経軸索染色

法として劃期的なものと考えられる．然し前二者v'i濃
厚なフォルマリ ン液を閉廷に使用すゐので神経車町＆の

形態そのものに対する影響￥も無視し得ないので，特に
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がJ的！拝見の判読に際していこの点にー応の注意を要す

ると恩われるから， Bielschowsky氏法と併せてR.Y.

Cajal氏法を用いて比較検討して行くのが望ましい．

R. Y. Cajal氏法はパラプ 4ン包埋とし連続切片とし

て神経線維の追跡や筋， l健紡錘の如き大形の構造と神

経との関係を観察するのに便利である．

3. 骨格筋に於ける神経終末

入の筋神経終末の微細構造を知るための手段とし

て，先づ脊柱動物の正常運動神経終末及び筋紡鐙内の

所見を比較解剖学的に研究し更仁神経或は筋に種々の

実験的傑作を加えて神経終末に及ぼす影響を検討すれ

ば，人に於ける各種疾患に対する病的変化も初めて珂

解し得られる．

骨格筋に分布する神経終末を詳細に説明するには先

づ筋事泉維に分布するものと，筋l~び』建紡錘に分布する

神経終末とに分けて述べるのが解り易い．

(Al 筋線維に於ける運動神経終末

運動神経線粧を概括的に述べると筋聞神経東より分

岐した中径の太さを有する有髄神経線維はその経過中

幾度か分岐して単条となり，筋線維の畠中央部；で穏絡

を脱して無穏となり，筋線維鞠下に進入し直ちに分岐

して終樹を作るが第一，第二，或L、は第三終枝に分岐

し各終枝の先端！三網状，環状，又はボタン状の終網を

附議する．教室の海保f'l:脊他動物に；竣て比較解剖学的

に，魚類では鮒を， 前桜績では食用蛙，腿虫類では縞

蛇，鳥類では鴻，鶏‘金， 呼日乳類では家鼠，家兎， ~lli,

人，の各下肢拐に就てこ・Cajal氏近藤改良法で染色し検

討した．

その所見に依ゐと終閣は鳥類に於て最も複雑であり

．終枝は恰も勢定した果樹の如き形や或は柳の小枝の垂

れ下った如き観を呈しているが，それより以下の積属

にあっては順次簡単となり，叉鳥獄．より高等に進むに

従い， 一般に終樹は狭小となり終枝の分岐も簡単とな

る．終枝はi!VJ物ヵ：下等になるに従い細長くなり，高等

なものに進むにつれ太く綬かくなる．終備は耳目J物の極

類によりその大きさ，形に非常な差がありJN:)虫煩ヵ：震

も大きくその構造も明阪でるり，魚類では最小，u市乳

類とな乙と終網の構造は訟中flとなる．

従来終調は1rrfi乳演でーは終枝の先端に存在し鳥類以下

でい終校の先端のみならずその経過中にも存在すると

言われていたが， ！［~引の制H1カ：ji'ljに就て Cajal 氏変'fl_~

！.／（＿び Bielschowsky氏鈴木交y人を用L、てiii，／，縦 した所に

依るし単条の運動神経の経過中に直接無髄の側終村

を派出し 1の筋線維に終績を形成し，親線維は隣接裁

は全く他の筋線縦に終樹を形造る来分化の状態のもの

を証明している．

Bielschowsky氏鈴木氏変法を採用した小寺は家兎

の終板内に終末周囲網を，更に所謂myoneural-junc-

ti onを明かに染出し？と．即ち終網の周囲の空泡状の部

分に終網より数本の繊細なF泉維が派出し，之を図絵し

て終末周囲網を形成する．これより叉僅めて繊鯛な1

条叉（'12条の線維が出て筋線維の内部に達する．この

F郡佐は 1；；本の例外もなく筋線維の単屈折帯と重屑折掃

の中聞に介在する間膜に注いでいる．之が即ち myo-

neural junctionでらる．筋に到達する有髄性運動神

経の他に小径無髄の神経線維を認め，之を副行神経と

して交感神経性のものでるると云われていたが，綱同

ヵ：§Uiに就て Cajal氏変波及び Bielschowsky民鈴木氏

変法，立主に瀬戸氏変t去を用いて検索した所見に依ると

大祭，中径又は小径等と云ってもその大きさIi固定法

或は染色践により種々雑多でたって一定しないが，小

径有髄又は無髄神経棋維が余り周I出蛇行する事なくし

なやかに走って筋の色々の場所に簡単な終樹を形成す

るものがらる．その中には親神経の終核内に終綱を作

るものもある．更に筋間神経東より末端部に到る迄太

きの変らない細小無鎚の神経車部佐が見られ，その経過

中に小点状の結節を有するが，之を末梢部に追及する

と2～3叉状の簡単な終枝を形成し他の有鎚の運動神経

と同織の終末形態をとる．此等二者を中沼部に追及す

れば中径又は小径の有髄神経革新佐より分岐して居るも

のである事が認められる.!jj(f＇！.叉中径有随神経より直

ちに2～3条に分岐する主共に髄鞘を失い，細小熊髄

の神経線維カ撞く経過した後，夫々別箇の筋線維に簡

単な終樹を作っているものがある．以上の無髄線*ftは

前根切断に依って変性し，一見無髄と思われる細小の

神経線維も髄鞘染色により明に染色される事がある．

それ故従来交感神経性と考えられていた副行神経Ii凡

て運動神経副校と考えざるを得ないし，現在迄の研究

結果では筋線維に直接植物神経が分布しているとヨ替え

られる所見を染出し得ていない．

(B) 筋紡錘に於ける紳経要素に就て

すj）紡鐙t工筋線市住聞の結合織鞍に包まれた紡錘形の特

殊神経終末休で内に1～数本の発達の貧弱な棚飢；

ち＼Veismann氏線維を容れ，各種の神経由：苦豊富に分

布し， P尖余の間際を組縦波が織している．筋紡錘＇IC:分
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布する神経の中，大径有髄神経はその赤道部で進入す

ると同時に2～3叉状』二分岐して両極に肉いつh ワ

氏線維を複雑に縄i絡する．中径又は小径有髄神経は大

径有随神経と共に，又は全く別の色hの箇所より進入

しワ氏F肺仕上に運動神経終末積似の終末を形成するも

のが多L、．

教室の海保f1.前項と同様の脊占師糊に就て比較解剖

掌的に検索した．魚類に於ては分化の賛弱な筋紡錘を

註明し，それは帯状で葬薄な結合級戦に固まれ，ワ氏

線維は1本である．両棲類及び腿虫類では給、々分化も

進み，帯状又ft.紡錘状を呈し，被膜は明瞭で隔鞍があ

る．鳥類では紡錘形をなして隔絡は両極にのみ認めら

れる．可日手し類では紡錘形で被肢も厚く隔絡は全く認め

られない．ワ氏線維は下等動物穆貧弱であるが鳥類及

び崎乳額では中心骸集合部を証明する．

大径有騎神経は脊推動物を通じて略々紡錘の赤道部

より進入しl白：ちに分岐して両極に向う．第一，第二，

第三と分岐しつ λ強〈迂曲蛇行しワ氏事廊佐を縄絡し酪

中央同部に精子顕状，福岡形，又は曲玉状の終末を作

る．中心骸集合費／＞を有する鳥類以上ではこの部で分岐

が盛んに行われ，繊納な終枝を多数派出して核の表聞

を符／に綴絡・している．中径有髄神経は2～4条が，両

~鎖及び！随虫類では大径有髄神経と共に赤道部より，

鳥類以上ではこの他に全く別の筒所より単独に進入す

るものもらって，共に大径有穏神経に比し迂曲蛇行は

軽く余り分岐することなく両倍近く運動神経類似の終

末を作る．絢1J、無髄神経線紘は大径有随神経と共に，

又は全く別箇に進入し，ワ氏棋維上を緩くj王曲しつ込

両極に向い走るが海保の標本では終末迄追及する事が

出来ていない．更に叉海保は人聞の摺指主事務に於てー

径の副終末装置を証明した．即ち2条の中径有髄神経

が更に分岐を繰返し又交錯し乍ら同一方向に肉って走

り9条の納小線維となり近くに存在する7個の核集合

体に縄絡終止している．この核集合体は結合j議事官内で

Epilemmalに存在し薄い被膜に依って被われているも

のである．

(C) 健紡錘に於Iする持経要素に就て

桐悶は猫の下肢筋に就てCajal氏近藤改良法， Biels-

chowsky氏鈴木氏変法及び瀬戸氏変設を用いて組織掌

的構造及び分布神経の状態を明かにすると共に脊髄神

経切断を符い分布神経の所属を明かにした．脚紡錘は

腿東より筋線維に移行する部にある薄い被肢に包まれ

た腿~)ji様佐東であって， 一端は健東に他端は 2 ～数本の

筋線維に移符する．その形は中央部で軽く膨隆した紡

錘形を呈している．その発見には筋限移行部で腿東に

附着する筋線維の腿えの移行部を探索すれば容易であ

る．健紡錘には筋勧銀に於けるヵ：如き淋巴院は存在せ

ず，陣紡錘内腿線維は腿東のそれに比し太く被膜周辺

部に併に，中心部に疎に，緩く結合されて迂酬を呈し

ている－ j健紡:Wにはその太さを具にする3種の神経が

分布している．この3種の神経線維を含む小神経東は

直接’慰紡錘赤道官j＼に達するか，前j僅何れかー俸に偏し

て被膜に達するか，裁は又！建策に達し同東内を走行し

てl鍵紛錘拠東側俸より進入するかである．最も太き 1

～5条の大径有鎚神経It.進入門を赤道部に有するもの

は両極に，一倍より進入する ものは2～3叉状の第一

分肢をなしつ込他僅に向う．第二第三分岐後多数の終

枝を派出して円形，楕円形，又は多角形の終績に終る

が，更に各終網聞は互に吻合枝に依って連絡され錦絵

している．終網と周閤との境界は神経原線維物質に依

って判然としている．税制な数条の無髄神経t工大径有

筋神経と共に被I虫色を貫いて走り注中分岐する事なく際

線維上を走るが終末迄追求し得ていない．又納〆j、な有

髄神経と思われる2条の神経事賭佐が進入するのを認め

たが分布状態を詳かにし得ない．

4. 神経切断とその影響

駒田は成熟猫に脊髄前根切断，後根神経節別出，交

感神経節状索切徐及び坐骨神経鋭減切除を行い当該神

経分布区域の排腸筋神経終末の変化を Cajal氏近蕨改

良法， Bielschowsky氏鈴木氏及び瀬戸氏各変法を用

いて追究した．

〔I〕筋線維に於ける神経に就τ
(a) 前線切断の場合

筋に於ける中径，小径有髄神経線維はWaller氏変

性に陥るがその終板に於ては40時間にして終枝は断梨

し終網は崩製するのに，底板核は筒残存している．し

かし4日目には底板核は崩鍍消失し終枝の断梨，崩

媛， E受収も盛んでl4Rf lでは痕跡を止める程度 とな

る．中径運動神経より派出する無髄観維は前者より檎

々遅れて変性に陥るが， H円もすれば前者と同様とな

るから，Boeckeの副行神経と初、せられる無髄神経線

維は明かに運動性神経副校線維と見イ飲される．

(b) 坐骨神経挫；虜後切除した場合

殆ど凡ての有髄t-rJ1経線f;ffは変性に｜焔D，運動神経終

末も前根切断の場合と同様の経過を執るが進展速度は
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前者に比じより強く且速かに現われる．この実験で切

除後2週目の標本に於て少数乍ら変性を免れた中径及

び小径有髄神経を認めた．終網，底板J該に変化のない

事より之（主恐らく閉鎖神経との吻合校に由来するもの

と考えられる．又血管竪及び血管周聞の待合織内に極

く少数ではあるが，微細額粒状に崩壊したものを認め

た．之は血管及び血管周囲結合織内の無健神経の一部

には坐骨神経幹を通ずるものが存在する事を示してい

る．

(c) 腹部交感神経節状索切除の場合

細小無穏神経線維は坐骨神経幹には殆ど認められな

くなったが血管墜及び血管周閉結合織内には殆ど凡て

染出し得た.JWち坐骨神経切断裁は交感神経節状索切

除を行っても血管墜及び血管周囲結合織内神経をすべ

ては変性せしめ得なかった．

(d) 後根持経節号I］出の場合

筋線維に分布する神経要素に何等の変化をも認め得

なかった．

(ID 筋紡錘にがける神経に就τ
(a) 前根切断の場合

筋紡錘内中径有穏神経の大部分は Waller氏変性に

陥るが，｛也の一部には変性を免れて残存しているもの

がある．この両者を筋紡錘へのilli入部位に依って判別

する事（~不可能であった．紡錘内：－：.於ける変性の進行

経過は筋層にJ於けるものに比しその程度は梢々軽い様

である．

(b) 後線神経節~J出の場合

大径有鎚神経は＼VaJler氏変性に陥り f，日後には終

網迄完全に崩媛するが，中径有髄神経のらるものは変

性を~＜さず，殊に極附近より進入するものにこの所見

を多く認めた．

(C) 坐骨神経幹雄鴻切除の場合

総ての有髄神経線維は変性に陥るが前二~の湯合よ

り変性の進行速度は早く進む．この実験に於ても何等

の変性をも示さない少数の筋紡錘を発見したが前述の

筋層に於けると同様に閉鎖神経との吻合枝に依るもの

と考えられる．切断実験を通じて筋層及び筋紡錘に，

Cajal氏法によっては交感神経性と考えられるが如き

無穏神経F泉純生’栄出し得なかったので，交感神経節状

索切徐の場合に於ける所見に就ては明言し得なL・．以

上の切断実験に依って筋紡錘に進入する大径有髄神経

は求心性知覚神経であり ， l~l径有髄神経の一半ば連日

神f作泉純であり，｛也半』こ就てはその由ヰえを断定しmな

いが後根神経節別出によって変性を来す中径有髄神経

が存在する所からすればその一部に求心性知覧神経線

維が存在し得る事を否定し得ない．その変性犠度とか

大きさのみによってその所属系統を断定する事はこの

実験では不可能でらった.NPち切断iffil図を越えた上叉
は下の脊髄根を通る神経の混入を完全に遜断し得なか

ったかも知れないので今後の研究に待ち度い．

（目） 瞳紡錘に於ける神経の変化に就て

！健紡錘に分布する大径有髄神経は前根切断によって

変性をれきず，後根神経節別出によって WaJler氏変

性に陥る事から；f;心性知蛍神経である事は明かであ

り， 4～5条の細小無髄神経は前根切断叉f~後根神経

節別出によって変化を栄らない事より植物神経性であ

り，隠紛鍾は知覚及び植物神経の二重支配を受けてい

る事を知る．

5. 神経縫合とその影響

井上は成熟家兎の~骨神経をこれが号！！子状孔を出る

基音1；近くで切断後縫合し，排日易筋と前排骨筋の神経要

素を Bielschowsky氏鈴木氏変法に依り観察した．切

断後直ちに縫合した例で，足関節他動的背路運動に際

し筋抵抗（俳腸筋の機能快復）が感じられるにき自jった第

6週の排腸筋筋層には，補状F泉維（bandfiber）叉は

形質線維（protoplasmicfiber）の形成と，之の先織に

終械類似の桜集合のあるのが見られる．再生軸索の先

端は終校形成にいたらず且庖めて細い．第9週t:.l、た

りE止の自動的展開運動（前膝骨筋機能依復）が見られる
切の筋ft外見上米ti萎縮が：浅く坐骨神経斡の機微的刺

裁に対する筋収縮反応をよく示すのであるが， 古•I. る
頃の排腸筋に（t終板の形が明かとなり，終枝，終繍，

底板核を認める．更に！時日の経過と共に終板の数Ii筋

腐を貫く再生高rh索の増加と共にまし，その頃迄存在し

ていた脱毛や得癒の如きは治癒するに至った.3ヶ月

頃には終板に於ける終校，終網，終末周囲網の構造が

明かとなる．筋紡錘は第6週にはワイス‘マン氏線維に

大径，小径刺僚が現われる．膝骨神経を切断し直ちに

交叉的に総合した例と神経切断後4昼夜を経てその縫

合をした例に於ても，神経終末再生の車E級学的所見Ii

前者と変らず，更にピタミンB1大量皮下注射（prokilo 

lOmg）を神経縫合7日後より7日間試みた例では神

経再生に甚だ好影響のある事も知った．

6. 筋緊張度の異常が譲筋の紳経要素に
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及ぼす影響に就て

背川は実験動物として鶏を用いその下肢筋に手術的

傑作を加え，適度の弛緩又は緊援状態に霞き，筋の神

経要素に現われる変化を時日の経過に従い主として
Ramon-Y-Cajal氏鍍銀法を用い検索した．

(a) 筋を過度弛緩状態においた場合

最も特徴的変化を示すものは運動神経終末で，経過

’と共に次第に一部終末中に車1h索の辺縁組槌で，走行の

滑達さの失われたものが現われ，終根内終枝末梢部に

円形，横惰円形の腫脹乃至空泡の形成が見られ， 14日
目となれば変性は最高に遥し，終枝の屈曲度の増加，

空泡形成，裁は膨隆と空i泡の連続等の変化が強く現わ
れる．然し筋切断部に於ける媛疾純織の完成する第3
週以後には変化は殆ど進行せず，次第に筋には寧ろ’快

復の徴がるるに反し，神経終末の変化は略.q14日目の

所見と大差を見ない．軸索神経終末の変化の程度fi.日

数の経過と共に正常のものが次第に減じ変化を呈す

る終末が比較的増加したに過ぎず，全経過中崩望書，断

裂， ，吸収等高度の変化を来したものは全く認められな
L、．
(h) 筋を温度緊張状態においた場合

過度緊援に対し神経は甚だ鋭敏で運動神経終末に見

る変化fi:前者の湯合より早期且高度に現われ，神経終

末の変化も遂に多種多機で終校末端の球状膨隆，念珠

状連襲警，更に空泡形成，関曲度の増加，終網の消失せ
るものが現われ， 10回以後にはE常なものは全く認め
られなくなる．その変性は4週が最高でるって以後こ、
の状態を続ける．

以上二つの場合一般横紋筋F府症の変性主主縮に比し血
管及び血管周囲の神経要素，叉筋紡錘に於ける神経線

維は何れも極めて良〈抵抗を示し殆ど変化は認められ

ない．筒按抗筋にも最後迄著変を見ない．

7. 創傷治癒担軽転に対する局所末梢神経の

再生態度に就て

背川It鶏の下肢筋切断書fl~設痕内の神経要素を前項と
同様に追求した．それに依ると筋切断音l；に於ける癒痕
中に再生する末ti'！神経（t芦l匪i健康部の旧制l索末端より
する連続的発芽性伸長と，旧軸索j!¥IJ方よりする側芽性
分岐伸展とよりなり，再生神経線維の数は勧業な綴痕

に於けるもの程多く見られる．之は恐らく古い癒痕程

何等かの原因に依って再び退行性変性が始まり崩壊消

失する為と思われる．倫綴痕と健康横紋筋線維との移

行部に散見される筋紡錘には比較的長期に亙る迄その

形態が保たれているが，神経線維には著しい退行性変

性を認める．

8. ギブス包帯とその影響

固定包帯の末梢神経に及ぼす影斜iに就ては昭和11年

私は家兎に就て行った実験的研究の結果を報告しその

変化が神経鞍に先発し，磁f.ilf之に次ぎ，軸索の変性は
之よりも粉々遅れるが神経終末の変化は神経斡軸索の
変化左目各々 H寺を同じうして発現し，その程度は後者よ
りも檎々軽微である署誌を指摘した．小寺はBielschow-

sky氏鈴木氏変法に依って中等度緊縛ギプス固定によ

る影響を家兎の下肢筋に於て追試した．それによると

3週間後では筋聞神経東， 務聞神経線維は共に~銀性
良好であるが終核に入る前の神経線維は藤大せる部と

狭小となる苦！＞分とがあって不規刈でらる．終核l主明肢
に認められ，終枝，終網の曙銀性の裕々減退せるもの

があるが，理大，断手E，崩壊等の変化はない．終末周
囲網の網状構造は明瞭でなく新位状を畏すIるものが多
いが，底板核に変化はない．筋線維は全く正常であ

る．ギプス除去後10日目では神経革宮の肥厚を主とする
炎症所見であるが，筋の神経終末は殆ど正常に復して
いる．キプス除去後 prokilo夫々 V.B1 2.Smg, 5.0 

mg 10日間注射群で始めて神経較の変化も正常に近く
快復する．叉prokilo夫々V.C50mg,V.C100mg 10 

日間注射群共に神経要素め快復に向つては良効果をも

たらさない事を知った．

9. ビタミシ.B1欠乏と筋紡錘の変化

海保ft.成熟鳴を精白米を以て飼育し種々の程度のア

ピタミノーゼ症状を惹起せしめ，その下肢筋の筋紡舟

分布神経を Cajal 氏近跨改良't:J_~及び鎚絡染色を行って
観察した．

(a) 軽度の歩行障碍を来す時期

大径有髄神経線維は犠銀性の減退，椋維の腹大，結

節状腫脹，辺縁の不整等ヵ：現われ， 第二分岐以後；二f"!.

種々の程度の融解消失したかの如き像が認められる．

中径有髄神経線維でーは大部分前者！と同様の軽度の変性

像を呈するが全く正常なものもあh 納小無随神経棟
維には噌銀性の減退，不平等惑いは間的蛇行の増加，

又は腫肢を見ミハ

(b) 高度の歩行l軍碍を来す時期

各種神経線維の剥l索の変化は何れも増強し，細小無
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路神経の噌銀性減退，辺縁むm慌を皐するものが多く
なる．

(c) 短観発作時

変性は更にt首蛾し大径有髄神経では第一分岐j・J,j去さ特

色性不良となり辛うじてその痕跡：ピ認めるものでは恰

も崩媛，消失しtcかの如き観を呈する．中径有脆神経

ではその'ff性は程度で屈曲蛇行のf曽加を示すに過ぎな

いものも少数見られるが大多数は紡錘状態大事買いは結

節状腫大，辺縁鎚造を来し，之斗・の中には却って幣銀

性がt曽鐙し著しく紫暗色t乙斎染するものもらる．細小

無髄神経の~化は有弱神経の変化に比し一般に軽度で

ある．

穏革官には髄球形成が著明となり髄王者の点々たる排列

に依って辛うじて神経の所在を貌い知るに11::まん．斯

る歩行不能に陥ったもの，惑はj歪常発作を起した鳩に

V.B1 6mgを注射すると共に玄米を与えた所3～ 1.日

にして歩行It正常近く快復したU，筋紡錘の神経要素

の変化に関してわ機能ん急速な改善にも拘らず変性像

の修復（ては殆ど見るべきものはなかった.V.B1欠乏

に対して最も早く且鋭敏に反応するものは大径有髄神

経であb，中径のそれか之i二次Z，納小無髄神経（t.最

も鈍感である．

10. バゲJシ注射とその影響

小寺は成熟家兎の坐骨神経ー幹の周囲に強ノごグ F ン

1.0 ccを注射し，それによって起る筋及び神経要素の

変化を追求すると共に，V.B1の種hな量を静脈注射

してその修復機転に及ぼす影響を Bielschowsky氏鈴

木氏変滋を用いて調べた．注射によって坐骨神経斡神

経鞘は高度の炎症性変化を来し，穏哲H，軸索，筋聞神

経＊，筋聞神経事脚色、筋の運動神経終末，筋紡錘神経

要素ft皆完全に消失するが， 唯ジュワユ／氏絢胞の増加

が認められる．パグノシ注射後1週間阿より prokilo 

V. B1 2.Smg l4日関連続注射若手では侍坐骨神経斡神経

各車酪裁には修復機伝は認められないが極めて細い再生

車内索が認められるに至る．未ti中．大径軸索は認占ι得
ないし，筋及び筋紡if神経要素は0・1現われない.VB1 
5.0mg 14－日注射群では坐骨神経幹神経草官の炎症所見は

1.f1等度から粉々高度に認められ，シュワν氏細胞は著

明に増加しているが，軸索C細いもCより中等大のも

の迄再坐している．筋聞神経東，筋聞神経事廊佐は前膝

骨筋には未ti認められなL、が，排日易筋ではfnj／＇＂.認，！，｛）号

る部分がある.V. B1 lSmg lO日注射群では坐骨神経

幹神経絡の炎症所見は殆ど認められないが，シュワン

氏細胞の増殖は筒認め得る．髄華告も始めて再生せら

れ，前ij索も殆ど定常に近くなり，筋間神経葉及び勧聞

神経F泉維共に再生良好で運動神経終末も稀には完全な

終板を認め得るに到る．紛紛・%£.内の神怪再生も良好で

ある．要するにノ、グノン注射に依る神経麻簿Iこ対して

も上記の如きV.B1 fl)大量注射はよくその快復，再会

をもたらす事を知り得た．

11. 鉛投輿とその影響

綾仁は成熟マウスに首位骸鉛溶液を第 1週 0.1%，第

2週 0.2~；；，第 3適 0.3.% としその各々 0.2ccを毎日皮

下注射して神経終末に及ぼす影響を Cajal氏近蕨改良 i

法を用いて観殺した．注射開始後2適闘を経過する頃

より動物は動作不活滋となり， 6～8週にして後肢の

月末揮を起すに至る．麻癖症状の未だ出現しない時期に

於ては運動神経線維のi脅銀性が粉々低下しただけのも

のや，所々に限局性廃大や死状隆起を呈したもの等の

変化を来すが，終校現終網の変化は極めて少し司自鎮

性の低下を認める程度である．筋紡鐙内神経要素の変

化は筋線維に分布する有鑓神経に比し軽度である．注

射日数6週を越えて麻郷症状の出現したものでは，有

槌神経の変性は一層著明となり終枝は腫大或は断裂

し，終網ft.崩援消失するに至る． けれども血管墜に分

布する無頼神経線維や神経東中に存在するそれにも全

く変化け認められなかった．

12. 人間に於けるこ三の疾患と柿経終末

(a) 不動性筋萎縮

侭問は右大腿骨の急性骨髄炎擢庖後3ヶ月で鋭的骨

折を来し，更に3ヶ月ギプス固定を施した20才男子の

切断下肢俳腸筋を直ちに澗精に闇定し， Cajal氏近康

改良法7えび Bielschowsky氏鈴木氏変法によって検鏡

した． 運動神経線維は膨化腫脹し，W番銀性Ii減退，不

平等となり，屈曲に富む．終枝ft一部略々正常のもの

もあるが，他の大部分は末梢端迄著しく膨化経脹［.，，

終樹の概観n珊瑚樹状叉It蕨状を皐す．終締ft染色不
能となるが底械核は保容され輪車Zが梢々不鮮明であ
;; .筋紡錘では大径有髄神経は紡•f!内に進入するやー

層膨化腫脹が著しくなり， R香銀性の減退も見られる

が， 中心核集合部に分布する終枝や終綱は殆ど正婚で

あり，ワ氏F勝世を蛇行するF府庁にも著しL、変化ft見ら

れない．中径有髄神経も又筋紡錘内に進入するや著L
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第14図 ;1,11支緊11~後 8 日 「l の j王子jj;f,1\1経給水 (J'I(U

（終似の念珠；l川市大）

「

哨 ：！＂主軸帯τ、肺

第16函 ’ I• 当事［災重量総ギプス｜詞；4ご103 日 fl
（絡網の艦大，終十反沼務、の215-滑化）． 

第15函兎のlf.'i;l'illii!iJJrr,1¥1経線維

第17図 ¥Tit B1 ＇.欠亡， lj時lえの1J;-:ij· ＼»；~；－-t；.を米す II ~i'J~Jに於 it

る的の｝j/j紡 ~ii! （終似のi叫i'J'!ii’lソ、せる世nきl議，）

第18函 ｜司上 痩績 予E.fr ＂も・

( ＇~1'1＇有髄桝l経線維の防j媛消火を思わせる保，’1•1<li.有髄／[oljl経線維のlii!ill！蛇行）



第19図 γ，Bi Pro Kilo lSmg投興せる場合
坐骨ii,1\1絃折、l二 ，／：＇ける符なる神経再~I·

第212'?] 鉛投奥による航海瀧1kNJ終綱に於ける
!Ii銀f’tfi氏ド

篤23図 1頼性！と骨i(il~仔，~lif-1·. 犯のilil11!1Ji(iijl径

務Hiの？見様；fJJ市大と！定似被

第2G~ 1両Lt illi!I!J11r1¥1経線維の終似， t各綱A
終末終閉綱の完成

第22図 入の不動性筋萎織の運動刑jl経線網tlJ!I!湖
樹扶，＆.ワラビ；I！.：聖書化

第24図 脊秘性小児麻事革患者脂肪組織内に島

唄JIJ.:1：：残存せる筋紡錘
Weismann氏線維に変化なし



脅絡筋に於ける神経終末に就て 309 

く膨化匝脹，幡怨性の減還が強〈現われ，終綱は染色

不可能となり終枝も膨化する．納小熊髄神経に就ては

詳かにし得ていない．

(b) 露骨l全神経炎

桐周は18才男子の額性尺骨神経麻概患者の手術時得

られた尺腕属筋を直ちに澗精固定し Cajal氏近蕨改良

法に依って観察した．

筋に分布する中径有髄神経様維は蛇行し乍ら筋層を

経過するが何れも著しく萎縮し一見侠随神経と紛らわ

しい迄に絢くなり，或は所々に精円形裁は紡錘状の膨

大部を生じ不規則でらる．終板に達し分肢を営むに

到れば終枝は著しく腫脹して各終枝は根棒状或は念珠

状を呈するか，著しく萎縮し消失して一本の細き院維

のま訟のもの等があり，その変性像は多種多様でら

る．終網の多くは崩接，!1&収せられ時に著しく濃柴せ

られて構造不明となり，訟は肥大して環状となってい

る．筋紡錘では淋巴艇は狭小となり，被膜は柏、々肥厚

し，木尽に進入する大径，中径有髄神経は萎縮して極

めて細くなり所々に惰円形膨大を作り染色性は不平等

である．被膜貫通後は暫く溜殖した結合織で東状に包

まれているが，分岐後の経過は蛇行の増加，辺縁の凹

凸不整が認められる．終枝は点々紡錘状に腫大し，終

網が点状に崩壊しているものもあるが，筋に於けるそ

れ程の変性は認められなL・．

(3) 理性偏婦と神経終末

古川は乳児期の脳炎に続発したと思われる35才の窪

性半身麻揮の女子に就て尖足位下肢の矯E手術に際し

て採取した下腿筋を直ちに酒精に固定しCajal氏近藤

改良法を行って観察した．運動神経線維は腫大し，終

校は『京大叉~t膨降して不正形となり屈曲度を指すが，

断~，制~等It認められないし， 終網には著変はな

い．筋紡~は殆ど正常で神経要素に著しい変化を見な
いが，時に大径有挺神経線維にl脅銀性の減退，辺縁の

不整等が見られるに過ぎない．

(d) 脊髄性小児麻簿

古川は脊髄性小児麻癖患者2才より20才に至る12例

に就て手術時採取した麻郷筋を直ちに澗精に固定し，

Cajal氏近澱改良2去を用いてその神経要素を検討した．

患者は凡て発病以J<2年より長きはlO数年を経過し，

横側方の退行性変性著しく筋に終止する運動神経終末

は何れも全〈証明出来なかったが，筋紡錘（t.残存して

よ〈形態が保たれ， 3種の神経線維が認められ，又脂

肪織威いは結合繊中に島唄状に残存し，ワ氏線維は中

心核集合部に於ける核増加の為臆大し，その両極末端

部に管状変性士会を認めるが，このものでは神経要素は

全く証明出来なかった．これによるとす氏線総は一般

横紋筋線維と全く異った栄養安配を受けているものの

如く息われる． 神経要素の涯明されるものの内，大径

有髄神経は腫大し，~銀性は寧ろ良好で辺縁組紘であ

る．中径有髄神経線維も屈曲度を増し，ワ氏線縦に分

岐している．更に細小の無自益性の様に見えるものも単

一走行として認められた．

13. 結 語

以上現在迄行った研究の概略を述べたが，前記の如

く我々は研究資糾入手の便宜に恵まれているので今後

更に研究の進展に努力しtel、と考えている．


